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研究成果の概要（和文）：本研究において男性の方が女性よりも閉塞性睡眠時無呼吸（OSA）の重症度は高い傾
向にあることが示された。さらに、男性でも50歳を超え高齢化するに従いOSAの重症度が高くなる可能性が示唆
された。男性においては女性よりも、加齢による顎顔面領域の形態変化がOSAの病態により大きく関与している
ことが示唆された。また、男性OSA患者においては顎顔面形態やBMIなどが主に関与していると考えられるが、女
性OSA患者においては、今回の分析項目以外の要因も関与している可能性がある。

研究成果の概要（英文）：In the present study, we analyzed the clinical characteristics of OSA in 
Japanese adult OSA patients by sex and age with a focus on maxillofacial morphology and BMI. The 
results indicated that the clinical features of OSA vary between men and women and between different
 age groups, and suggest that factors such as the vertical position of the hyoid bone and the 
cross-sectional area of the tongue may have a greater effect than the position of the jawbone on the
 severity of OSA.
In addition, our results suggest that OSA in female patients is possibly affected by factors other 
than maxillofacial morphology and BMI, and that female hormone tests should be included in 
OSA-related parameters in the case of females.

研究分野：歯科矯正学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
OSAに対する現在の治療および検査体系はおもに男性患者を主体に確立したものであるが、今回の結果から、男
女間、さらに年代間でもOSAの病態は異なっていることが示され、今後OSAに対する治療については、性別や年代
による要因の差に配慮した検査方法や治療法を模索する必要がある。
今回の研究結果から舌骨の低位がOSAの重症化に関与することが示されたことは、今後、舌骨や舌が低位である
OSA患者に対してContinuous positive airway pressureや口腔内装置などの標準的な治療法に加え
Myofunctional therapyを適用する根拠となる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
 Obstructive Sleep Apnea（OSA）の原因究明、発症抑制および治療管理法の確立には、内科、

耳鼻科といった医科領域のみならず、矯正歯科、口腔外科といった歯科領域との学際的連携が不

可欠であることから、今回、高齢者の OSA スクリーニング基準を確立し、OSA 発症・重症化予測

システムを開発すべく、医科歯科連携型の包括的 OSA リスク因子検索に関する研究を着想する

に至った。 

 

２．研究の目的 
 OSAS に関連した呼吸機能検査と①側面セファログラムによる顎顔面・気道形態の計測結果と

の関連、②ホルモン検査との関連、③血液検査との関連をそれぞれ検索するとともに、形態と機

能を統合した包括的 OSAS リスク因子について、多方面から検討を進める。呼吸機能検査および、

ホルモン検査、血液検査の結果と側面セファログラムによる形態計測結果を統合することで、内

科的な因子が気道形態に与える影響ならびに相互の連関性を明らかにし、OSAS 発症リスク予測

システムを開発する。 

 
３．研究の方法 
対象は、2004 年から 2017 年までの 14 年間に新潟大学医歯学総合病院呼吸器感染症内科にいび

きを主訴として来院した日本人成人患者から無作為に抽出した 112 名〔男性 56 名 平均年齢

54.0 歳（30.0～76.0 歳）、女性 56 名 平均年齢 56.4 歳（21.2～75.6 歳）〕とした。資料は、OSA

の治療前に撮影した側面セファログラムと Polysomnography（PSG）検査結果とした。側面セフ

ァログラムのトレース後、頭蓋骨、上下顎骨、上下顎切歯、舌骨、頸椎、咽頭気道、軟口蓋長径、

舌断面積について計測した。PSG 検査結果からは Apnea Hypopnea Index（AHI; event/h）、 BMI 

(kg/m2)、Lowest SpO2(%）、CT90(%）を抽出した。性別および 50 歳をカットオフ値として年代別

に 2群に区分し、合計 4群に分類した。PSG 検査結果の 4群間の平均値について Steel-Dwass 検

定を用いて比較検討した。また、Wilcoxon の順位和検定を用いて、男女それぞれ 50 歳未満群と

50 歳以上群の 2 群間の平均値比較を行った。さらに、各群における AHI と計測結果について

Spearman の順位相関係数を求めた。 

 

４．研究成果 

PSG 検査結果の平均値比較を行ったところ、AHI、BMI、CT90 はともに男性全体で有意に高い値

を、Lowest SpO2は女性全体で有意に高い値を示し、男性全体の方が女性全体より OSA は重症傾

向かつ肥満が顕著であった。また、4 群の中で AHI の平均が最高値であったのは男性 50 歳以上

群で、BMI の平均が最高値であったのは男性 50 歳未満群であった。セファログラムの計測結果

から、年代間における平均値の比較から、男性 50 歳未満群と比較して男性 50 歳以上群では舌骨

が低位にあり、舌断面積が大きいことが示された。一方、女性では年代間での形態的相違はわず

かであった。各因子と AHI との相関についてみると、男性 50 歳未満群において AHI と MpH との

間に有意な正の相関を、男性 50 歳以上群においては AHI と BMI との間で有意な正の相関を認

めた。一方、女性 50 歳以上群においては AHI と MpH との間に有意な正の相関、AHI と PNSPP1 と

の間に有意な負の相関を認めたものの、女性 50 歳未満群では AHI と有意な相関を認める項目は

なかった。 

PSG の検査結果から、男性全体の AHI の平均値は女性全体のそれより有意に大きく、男性の方

が女性よりも OSA の重症度は高い傾向にあることが示され、過去の報告と一致した。さらに、本

研究では年代別に群分けして AHI 平均値を比較したところ、男性でも 50 歳を超え高齢化するに



 

 

従い OSA の重症度が高くなる可能性が示唆された。側面セファログラム計測結果から、顎顔面形

態の年代差を比較したところ、男性では 50 歳未満群と比較して 50 歳以上群で舌骨や舌が下方

に下がり気道の狭窄化をきたしていたが、女性では OSA に直接影響する形態の違いはほとんど

認められず、過去の報告と類似していた。以上のことから、男性においては女性よりも、加齢に

よる顎顔面領域の形態変化が OSA の病態により大きく関与していることが示唆された。また、

OSA 重症度と各因子との相関を検討したところ、各群で OSA 発症や重症化の要因が異なることが

示された。すなわち、男性 OSA 患者においては今回計測した顎顔面形態や BMI などが主に関与し

ていると考えられるが、女性 OSA 患者においては、今回の計測項目以外の要因も関与している可

能性が考えられる。過去の報告から、その一つとして女性ホルモンの関与が考えられるが、その

詳細については未だ不明な点が多い。今回は結局女性ホルモンの検査を行うことが出来なかっ

たが、更なる知見を得るために女性ホルモンの検査が必要である。また、女性全体群や対象者全

体群などにおいて、BMI や舌骨の位置、舌断面積などが AHI と有意な正の相関を認めることはあ

ったものの、いずれの群においても下顎骨の計測項目と AHI との間には有意な相関関係を認め

なかった。過去の報告では、下顎骨の後退や後方回転が OSA のリスク因子として挙げられていた

が、実際には舌骨上筋群を介して下顎骨と連結する舌骨の位置関係が OSA により影響を及ぼし

ている可能性が考えられる。 
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